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This brief report describes an English listening course which focused on helping students broaden 
their knowledge of vocabulary and grammar, as well as the English phonetic system in order to 
help them increase their listening ability.  It also stressed the importance of sentence structure, 
offering suggestions on how to utilize the students’ existing knowledge as an effective strategy for 
























































































 教材は、BBCのニュースが収録されたDVDが付属するBBC - Understanding the News in English、







 (1) 課題の回収、前の回の課題・小テストの返却 
 (2) 前の回の課題・小テストに関するフィードバック 
 (3) 課題の範囲の音声に関する情報交換（ペア／グループ） 
 (4) ニュースのビデオ視聴、概要の確認 
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 (5) 聴きとりのポイントの解説、小テスト 





 課  題：20％（4点満点×10回＝40点） 
 小テスト：20％（4点満点×10回＝40点） 
 試  験：60％（60点満点×2回＝120点） 













 (1) テキスト付属のDVDを用いて、ニュースの冒頭15秒程度の音声を書きとる。 
 (2) 下書きを整理してから清書し、テキストを参照して書きとった内容を確認・訂正する。 











 (a) 綴りが不確かな場合 → 辞書を活用して調べる 
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 (b) 適当な英語が思いつかない場合 → 音声記号やカタカナで記入する 








































































を最初に予想させる。特に自動詞については、depend onや listen toのように後続する前置詞に一定











































6-1. rと lは音以外で区別する 
















































































































して書きとられる（たとえば、castle が course となる）。6-3 節で触れた、イギリス発音で [r]が母音
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 さいごに、試験の難易度の設定について触れておきたい。試験は、前年度までのデータを参考に、
平均が7割程度になるよう、書きとり範囲と語数を設定している。（2回の試験の平均が7割を大きく
下回る場合は成績評価基準を調整するなど、学生に不利益が出ないようにしている。）理想的には、1
回目よりも 2 回目の得点が高くなるような形を目指しているが、ニュース内容のほか、発音の明瞭度
やスピードなど複数の要素が関わるため、得点が予想と異なることもある。実際には 1 回目の試験の
結果を見て、2回目の難易度を調整することが多くなる。今後、1回目の試験の難易度をより安定した
ものにするための可能性を探っていきたい。 
 
